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主担当 現状 評価の観点 達成度判断基準 判定基準 備　考
① 【努力指標】（教員）

GIGAスクール構想の実現に
向けた教職員の研修をとお
して、ICT活用指導力の向上
を図る。

副校長
教頭

昨年度は97%の教員が、研修をとおし
てICT活用指導力が向上したと実感し
ている。GIGAスクール構想の推進校
として、今年度もより一層ICT活用指
導力を高めて、生徒の学びの質を高
め、資質・能力を育成していく必要
がある。

研修や授業をとおして、
個々の生徒の学習状況に
応じたICT活用指導力の
向上を図る。

研修や授業をとおして、個々の生徒の学習状況
に応じたICT活用指導力が昨年度よりも向上し
たと考える教員の割合が
　Ａ　８０％以上
　Ｂ　７０％以上
　Ｃ　６０％以上
　Ｄ　６０％未満

ＣまたはＤの
場合は、改善
策を検討

７月、12月
の学校評価
にて評価す
る。

② 【成果指標】(教職員）
業務負担の軽減や時間管理
の改善などにより、職員の
多忙化改善を進める。

副校長
教頭

部活動指導や分掌業務などで、時間
外勤務が８０時間を超える教職員が
１ヶ月あたりの平均で3.1人、そのう
ち１００時間を超える教職員が1.1人
となっている。

時間外勤務が８０時間を
超える教職員が０人にな
る。

時間外勤務が８０時間を超える教職員の月平均
の人数が
　Ａ　０人
　Ｂ　１人未満
　Ｃ　２人未満
　Ｄ　２人以上

ＣまたはＤの
場合は、改善
策を検討す
る。

勤務時間記
録により年
度末に評価
する。

① 【満足度指標】（生徒）
アクティブ・ラーニングや
ディスカッションを授業に
導入するとともに、ICT機器
を活用し授業力の向上を図
る。

教務課
各教科

アクティブ・ラーニングやディス
カッションについては、一定の学習
効果を感じている生徒が見られる。
また、GIGAスクール構想の推進校と
して、ＩＣＴ活用による教育効果を
更に高めていく必要がある。

アクティブ・ラーニング
やディスカッションさら
にＩＣＴ機器の活用によ
り、学習効果が高まっ
た。

アクティブ・ラーニングやディスカッションさ
らにICT機器を活用することにより学習効果が
高まった（ａ 強く ＋ ｂ やや）と感じている
生徒の割合が、
　Ａ　８０％以上
　Ｂ　７０％以上
　Ｃ　６０％以上
　Ｄ　６０％未満

ＣまたはＤの
場合は、改善
策を検討

７月、12月
の学校評価
にて評価す
る。

② 【努力指標】（教員）
授業において、生徒が自分
の考えを述べる場面、論理
的思考力が育まれる場面、
教師と生徒及び生徒同士が
意見交換する場面を設定す
る。

教務課
各教科

「論理的に答える」ための発問の工
夫や、生徒の活動の中で「表現する
場面」の設定を積極的に進めてい
る。Chromebookの活用により、発言
しなくても自分の考えを全体や他者
と共有できることが可能になった
が、教師と生徒及び生徒同士の意見
交換をする場面は少なく深い学びに
達しているとは言えない。

授業で生徒が自分の考え
を論理的に答える場面や
教師と生徒及び生徒同士
が意見交換する場面を多
く設定し、生徒の言語活
動の活性化を図ることが
できた。

日々の授業において、教師が論理的に答えさせ
る質問をし、生徒が教師や生徒同士と意見交換
する場面を（a多く＋ｂ時々）設定している割
合が
　Ａ　９５％以上
　Ｂ　９０％以上
　Ｃ　８０％以上
　Ｄ　８０％未満

ＣまたはＤの
場合は、改善
策を検討

７月、12月
の学校評価
にて評価す
る。

③ 【成果指標】（生徒）
授業内容と家庭学習の連動
を図り、学習習慣の確立と
学習内容の質の向上をめざ
す。

教務課
各教科

家庭学習に積極的に取り組む生徒
は、３年生は受験前で増えている
が、１，２年生は減少している。
１，２年生については、年度当初は
緊張感から家庭学習に取り組むが、
継続されない。

質および量ともに充実し
た家庭学習の習慣が確立
した。

家庭学習に積極的に取り組み、十分に確保でき
たと考える生徒の割合が、
　Ａ　９０％以上
　Ｂ　７５％以上
　Ｃ　６０％以上
　Ｄ　６０％未満

ＣまたはＤの
場合は、改善
策を検討

７月、12月
の学校評価
にて評価す
る。

令和４年度　学校経営計画に対する評価計画書

書くことを
基本とし、
生徒自身が
考えを整理
し、深く思
考すること
で論理的思
考力及び批
判的思考力
を鍛え、課
題発見・解
決能力を身
に付けられ
るようにす
る。その
際、教職員
は主体的・
対話的で深
い学びを実
現する様々
な手法を活
用する。

重点目標 具体的取組

2

1 GIGAスクー
ル構想の
下、教職員
はICT活用ス
キル向上に
努め、生徒
の教育活動
における個
別最適化を
図るととも
に、多忙化
の改善に取
り組む。



石川県立野々市明倫高等学校 №2

主担当 現状 評価の観点 達成度判断基準 判定基準 備　考
令和４年度　学校経営計画に対する評価計画書

重点目標 具体的取組
④ 【満足度指標】(生徒)

朝学習の充実により、学び
にむかう主体性を身につ
け、学びの質を高める。

各学年 生徒自身が積極的に朝学
習に取り組み、学力や教
養が身に付いた。

朝学習で学力や教養が身についたと考える生徒
の割合が
  Ａ  ８０％以上
　Ｂ　７０％以上
　Ｃ  ６０％以上
　Ｄ　６０％未満

Ｄの場合は、
改善策を検討

７月、12月
の学校評価
にて評価す
る。

3 ① 【満足度指標】(生徒)
クラス全体の指導やきめ細
かい個人面談などを通し、
生徒の進路意識を高め、設
定した進路目標を実現する
ために自ら能動的に学習
し、学力を高める努力をす
るような意識づけを行う。

進路
指導課
学年
教科

進路選択の幅を可能な限り拡げるた
め、高い志望を掲げさせることで、
目標に向かって努力する生徒が増え
ている。今後もこの取組を継続しつ
つ、その志望の実現のための能動的
な学習習慣の確立について、積極的
に働きかけていく。

進路学習や面談などの進
路指導を通して、５教科
に対する学習意欲が高ま
り、学力が向上した。

【１・２年】９月の進路志望調査で、国公立大
学合格を目標とする生徒が
　Ａ　９０％以上　　　Ｂ　８５％以上
　Ｃ　８０％以上　　  Ｄ　７５％以上
【３年】９月の進路志望調査で、金沢大学以上
を目標とする生徒が
　Ａ　７０人以上　　　Ｂ　５０人以上
　Ｃ　３０人以上　　　Ｄ　３０人未満

ＣまたはＤの
場合は、改善
策を検討

９月の進路
志望調査の
結果で判断
する。

② 【成果指標】(生徒）
進路指導課から各学年、教
科に方針を発信することに
より、教員全体の相互理解
を深め、生徒の進路志望を
実現するための学力向上の
取組を組織的に行う。

進路
指導課
学年
教科

基礎学力と応用力を身に
つけることができた。

１,２年生の１１月実施の総合学力テストにお
いて、国語、数学、英語の各教科の全国偏差値
が
　Ａ　平均偏差値４８以上
　Ｂ　平均偏差値４５以上
　Ｃ　平均偏差値４２以上
　Ｄ　平均偏差値４２未満

ＣまたはＤの
場合は、改善
策を検討

１、２年
  １１月総
合学力テス
トの結果で
判断する。

【成果指標】(生徒）
国公立大学、難関私立大
学に合格できる学力が身
についた。

１、２年生の１１月実施の総合学力テストにお
いて、国語、数学、英語の３教科総合の全国偏
差値５４以上の生徒が
　Ａ　４５人以上
　Ｂ　４０人以上
　Ｃ　３５人以上
　Ｄ　３５人未満

ＣまたはＤの
場合は、改善
策を検討

１、２年
  １１月総
合学力テス
トの結果で
判断する。

【１年】
国数英の朝学習の取組が家庭学習の
習慣化につながり、基礎学力の向上
に役立っている。今年度は国数英の
取組に加えて、すべての教科学力の
土台を養成するために言語能力の育
成に取り組む。
【２年】
「思考の時間」を含めた昨年度の活
動によって、主体的に朝学習に取り
組む姿勢は確立している。今年度は
共通テストも見据えて、理系・文系
それぞれに応じた科目・内容を設定
して、授業との効果的な連動を実践
する。
【３年】
進路実現のために各教科が精選した
学習内容を、コースの特性を踏まえ
て用意する。特に、基礎学力の確認
と充実を図る時間として利用する。

個別面談や
学習活動を
通したきめ
細かな指導
により生徒
一人ひとり
の可能性を
引き出し、
早期に高い
進路目標を
持たせ、進
路実現に向
けての意欲
と主体性を
育む。

１年生：家庭学習の習慣を確立させ
ながら基礎学力の定着を図る必要が
ある。

２年生：国英数のバランスのとれた
総合力を身につける必要がある。

３年生：入試に対応できる基礎力の
完成を図りつつ、国英数に加えて、
理社の力を身につける必要がある。
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主担当 現状 評価の観点 達成度判断基準 判定基準 備　考
令和４年度　学校経営計画に対する評価計画書

重点目標 具体的取組

【成果指標】(生徒）
国公立大学、難関私立大
学の合格者数。

金沢大学以上の国公立大学合格者数が
　Ａ　１０人以上
　Ｂ　　８人以上
　Ｃ　　５人以上
　Ｄ　　５人未満

ＣまたはＤの
場合は、改善
策を検討

年度末に評
価する

国公立大学合格者数が
　Ａ　７０人以上
　Ｂ　６５人以上
　Ｃ　５５人以上
　Ｄ　５５人未満

ＣまたはＤの
場合は、改善
策を検討

年度末に評
価する

難関私立大学合格者数が
　Ａ　１０人以上
　Ｂ　　７人以上
　Ｃ　　５人以上
　Ｄ　　５人未満

ＣまたはＤの
場合は、改善
策を検討

年度末に評
価する

4 ① 【成果指標】（保護者）
保護者にＰＴＡ活動等に積
極的に参加してもらい、教
育活動をバックアップして
もらう。

総務課 コロナ禍にあって行事のあり方に変
化があり、保護者の学校参加の形も
変わってきている。その間、学校か
らはさまざまなツールで学校や生徒
たちの様子を発信し、保護者との繋
がりを保つよう働きかけている。同
時にPTA役員の方は校内で、また地域
とも連携し、学校を応援してくだ
さっている。今後の状況はわからな
いが、学校・保護者が信頼しあう土
台づくりに努めたい。

多くの保護者が学校行事
等に関心を持ち、積極的
に参加した。

学校行事やＰＴＡ活動で保護者が来校した・ま
たは職員とのやりとりを電話などでした回数の
平均が３回以上の割合が
　Ａ　７０％以上
　Ｂ　６０％以上
　Ｃ　５０％以上
　Ｄ　５０％未満

Ｄの場合は、
改善策を検討

７月、12月
の学校評価
にて評価す
る。

② 【成果指標】（教員）
本校の教育活動、生徒の活
動の成果をホームページ上
に掲載し、広く情報を発信
する。

総務課 以前より頻繁に最新の様子が更新さ
れている。「見ている」という保護
者と「見ない」という保護者が固定
しているように見えるが、アクセス
数は増えている。課題は、秋以降の
更新が少なめであり、更新されてい
ないページも見受けられることであ
る。

各課、学年等からの最新
情報を集約し、速やかに
ホームページ上に掲載し
た。

ホームページ上のアクセス数が月間平均で
　Ａ　30,000以上
　Ｂ　25,000以上
　Ｃ  20,000以上
　Ｄ　20,000未満

Ｄの場合は、
改善策を検討

年度末に評
価する

③ 【成果指標】（生徒）
部活動の加入を促し、学校
全体の活性化を図ること
で、生徒のチャレンジ精神
の向上とレジリエンスの獲
得を目指す。

生徒課 様々な状況の中で、中途退部者が１
０％弱発生している。各顧問と協力
し、中途退部者防止策や生徒に対し
て他の部への再入部の支援体制を行
う必要がある。

部活動に加入し、活発に
活動した。

１,２年生の部活動の加入率が
　Ａ　９０％以上
　Ｂ　８５％以上
　Ｃ　８３％以上
　Ｄ　８３％未満

Ｄの場合は改
善策を検討

12月に評価
する。

部活動や生
徒会活動の
活性化とと
もに、地域
行事への積
極的参加を
通して地域
貢献に努め
る中で、視
野を広げつ
つチャレン
ジ精神やレ
ジリエンス
の涵養を図
り、明るく
活力ある学
校づくりを
推進する。
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主担当 現状 評価の観点 達成度判断基準 判定基準 備　考
令和４年度　学校経営計画に対する評価計画書

重点目標 具体的取組

④ 【満足度指標】（生徒）
生徒会行事、地域の行事へ
の主体的な参加を促し、生
徒一人ひとりが充実感・達
成感を得られるよう推進す
る。

生徒課 明倫祭や生徒会行事後のアンケート
では多くの生徒が積極的に参加して
いるようである。地域の行事や活動
にも生徒自身が主体的に参加できる
場面をつくり、充実感や達成感が得
られるよう工夫したい。

委員会・生徒会活動、地
域の行事に主体的に参加
し、充実感・達成感を得
ることができた。

委員会・生徒会活動、地域の行事に主体的に参
加し、充実感・達成感を得ることができた生徒
の割合が
　Ａ　９５％以上
　Ｂ　８５％以上
　Ｃ　７５％以上
　Ｄ　７５％未満

ＣまたはＤの
場合は、改善
策を検討

７月、12月
の学校評価
にて評価す
る。

⑤ 【成果指標】（生徒）
図書委員会による本の読み
聞かせや本の紹介カードの
作成・展示など地域と連携
した活動を行うことで生徒
のチャレンジ精神と主体性
の涵養を図る。外に出る機
会は制限されるが、可能な
範囲で活動する。

図書課 昨年度はコロナ禍の影響で、予定し
ていた図書館行事が１部できなかっ
た。今年度は、可能であれば学外で
の活動を復活させ、生徒の主体性を
育む一助としたい。

地域と連携した図書委員
会活動において、生徒が
積極的に活動し、情報を
発信した。

地域と連携した図書委員会活動の回数が
　Ａ　年間８回以上
　Ｂ　年間５～７回
　Ｃ　年間４～５回
　Ｄ　年間４回未満

Ｄの場合は、
改善策を検
討。

年度末に評
価する。

5 ① 【努力指標】（生徒）
登校指導や生活指導などを
通して、挨拶がしっかりで
きる人間の育成を図る。

生徒課
各学年

保護者や全職員による登校指導や、
有志の生徒による挨拶運動により、
挨拶をする環境が生まれ、生徒は自
然と挨拶を行うようになっている。
しかし、しっかり声を出せる生徒が
少ない。

登校時や校内で出会った
人に対して、積極的に
しっかり声を出して挨拶
をする生徒が増える。

朝の挨拶運動などで、生徒同士や教職員、外部
からの来客に対し、進んで自分からしっかり声
を出し挨拶できた生徒が
　Ａ　８０％以上
　Ｂ　７０％以上
　Ｃ　６０％以上
　Ｄ　６０％未満

CまたはDの場
合は、改善策
を検討

７月、12月
の学校評価
にて評価す
る。

② 【努力指標】（生徒）
登校指導や生活指導などを
通して、自ら身なりを正す
ことで規範意識を育成す
る。

生徒課
各学年

生徒の規範意識は高いものの、僅か
ではあるが、頭髪の加工や制服の不
適切な着用で規律を守れていない生
徒がいる。

規律を遵守し、自ら身な
りを整える生徒が増え
る。

制服を意識的に正しく整えている生徒の割合が
　Ａ　９０％以上
　Ｂ　８０％以上
　Ｃ　７０％以上
　Ｄ　７０％未満

B以下の場合
は、改善策を
検討

７月、12月
の学校評価
にて評価す
る。

③ 【成果指標】（生徒）
交通安全教室や街頭指導を
通して、自転車の安全運転
の励行を図る。

生徒課
各学年

規範意識自体は高いが、イヤホン着
用や並列走行などに違反意識が薄
い。細かな指導と啓発活動が急務で
ある。

自転車運転のルールとマ
ナーの必要性を認識し、
交通ルールを遵守する生
徒が増えた。

交通ルール（自転車運転でイヤホン着用や並列
走行をしない）を遵守している生徒が
　Ａ　９８％以上
　Ｂ　９５％以上
　Ｃ　９０％以上
　Ｄ　９０％未満

ＣまたはＤの
場合は、改善
策を検討

７月、12月
の学校評価
にて評価す
る。

節度ある生
活習慣の確
立に努め、
自ら挨拶
し、読書に
親しみ、ボ
ランティア
活動等にも
積極的に参
加する豊か
な人材の育
成を図る。
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主担当 現状 評価の観点 達成度判断基準 判定基準 備　考
令和４年度　学校経営計画に対する評価計画書

重点目標 具体的取組

④ 【成果指標】（生徒）
学校内外のボランティア活
動への積極的な参加を促す
とともに、ボランティアに
参加したことの達成感や地
域貢献への意識を高める。

生徒課
各学年

全校で取り組んでいる校外清掃や部
単位での校外活動を行っており、今
後もこうした機会を通じ地域貢献意
識を高める。

ボランティア活動を通し
て地域貢献できているこ
とを感じとり、積極的に
活動に取り組んだ。

ボランティア活動に、積極的に参加した生徒の
割合が
　Ａ  ７０％以上
　Ｂ　６０％以上
　Ｃ　５０％以上
　Ｄ　５０％未満

CまたはDの場
合は、改善策
を検討

７月、12月
の学校評価
にて評価す
る。

⑤ 【成果指標】（生徒）
生徒の良好な人間関係作り
を支援する。

相談室
各学年

生徒は全体的に落ち着いた生活をし
ているが、人と関わることを苦手と
する生徒が増えており、良好な人間
関係を築くための手立てを必要とし
ている。

生徒がクラスや部活動に
居場所を見出し、学校生
活が楽しいと感じる。

学校生活が楽しいと感じる生徒が
　A　９０％以上
　B　８０％以上
　C　７０％以上
　D　７０％未満

ＣまたはＤの
場合は、改善
策を検討

７月、12月
の学校評価
にて評価す
る。

⑥ 【努力指標】(教員）
情報の収集、共有を密に行
い、困難を抱えた生徒に対
して早期に対応し支援す
る。

相談室
生徒課
各学年

いじめや人間関係などの生徒の変化に対して、
素早く察知し、対応することができたのアン
ケートをとり、あてはまるの割合が、
　Ａ　９５％以上
　Ｂ　９０％以上
　Ｃ　８０％以上
　Ｄ　８０％未満

ＣまたはＤの
場合は、改善
策を検討

７月、12月
の学校評価
にて評価す
る。

⑦ 【成果指標】（生徒）
定例清掃の活動を通して、
環境美化意識を高める。

保健環
境課

放課後に全校一斉清掃として、全生
徒・全教員が校舎内の清掃に取り組
んでいる。活動を通して、生徒と教
員がコミュニケーションをとる時間
にもなっている。

環境美化意識を持ち清掃
に取り組んでいる。

環境美化を意識し真面目に清掃に取り組んでい
る生徒の割合が
　Ａ　８０％以上
　Ｂ　７０％以上
　Ｃ　６０％以上
　Ｄ　６０％未満

Ｄの場合は、
改善策を検討

年度末に評
価する。

⑧ 【成果指標】（生徒）
図書委員による図書便りや
本の紹介の作成・発行など
の図書案内や各学年団と連
携した一斉読書や読書タイ
ムといった読書指導によっ
て、読書に親しむ習慣を身
に付けさせる。

図書課 １学期は、総体総文期間中の一斉指
導や1年生への働きかけにより、貸出
し数が好調であったが、２学期以降
伸びていない。もっと読書の楽しさ
や、必要性を伝え、進路実現にも読
書が大きな役割を果たしていること
を理解させる必要がある。

読書に親しむ生徒が増
え、図書館利用が増加し
ている。授業や部活動に
関連した図書の展示など
によって学校生活と読書
を関連づけることで、来
館・貸出が増加する。

本校図書館及び「ののいちカレード」を利用し
た生徒一人あたりの年平均貸出冊数が
　Ａ　１０冊以上
　Ｂ　　８冊以上
　Ｃ　　６冊以上
　Ｄ　　６冊未満

ＣまたはＤの
場合は、改善
策を検討

年度末に評
価する。

各種調査や情報交換など
で、支援を必要としてい
る生徒をしっかり把握し
適切な対処をしている。

いじめ及び心的支援を必要とする生
徒への対応について職員の情報共有
や連携の体制は取れている。一方、
長期欠席の生徒の対応については、
一層の情報共有と連携を図り丁寧に
取り組む必要がある。


